





れている2 )。 現在臨床で多く用いられている 
NPUAP (National Pressure Ulcer Advisory Panel：















































































































荷 結 合 素 子（ CCD：charge－coupled－device ） 
（ Sony XC －E １５０ / ５０ CE ）、プローブには装置の
光源として波長７００ nmと波長８１０ nmの発光ダイ

















































































































褥瘡作製直後 １日目 ３日目 ５日目 １８日目 ３８日目
 びらん　　→　　一部新生表皮　→　 新生表皮　 →　 治癒（L）
発赤　　　　 　　　青白色 
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